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柿渋に よ る微生物の 生育阻害作用
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In跏 ry 　 fi皿 ction 　 of　 Kakishibu （pe 路 1  o 蜘 n 三皿 ）towarCl 　 ce1J　 growth 　 of 蜘 or

　　organis 鵬 　RYuzo 　N 埒 HIYAMA 　and 　MI α田 o　KozAK1 （
＊ Telpo　MetroPelitan　Ag伽 〜跏 ’

　　Senier　High　S伽 el；　1）ePartment 　of 　Agn
’
Cttltura互（］hemis妙 ，

7b切 ひniversitJ　of 　Agriculture，
　　Tek］0183 ，　Jψ αη）Hakkokogaku　62；9−14．1984．

　　Commercla1 鰍 勧 伽 （pe器 i  on 畑 n ），　used 　as　 a 　 clea 血 9　agent 　in　thc 　making

of 　saki
，　was 正bund 　to　inhibit　the　cell 　growth　of 　various 　microorganisms 　more 　e 缶cicnUy

出 an 　green 　tea．　The　growth −inhibitory　 substances 　 in　Kdrishibu　werc 　proved　to　be
dif蝕 ent 　f沁 m 　th （rse　of 　green　tea 　by 　dialySis，

　that　is，　thc 　dialyzed　inner　solution 　showcd

thc 　inhibitory　effect °

　　Of　the　40　strains 　tested，　comprising 　23　mold ， 90f　lactic　acid 　bact¢ ria，2　Pseudi｝monas
sp ．，2 ・4‘‘如う衂 θr　sp．，　l　of　Escherichia‘o躍，　a 皿d　30f　ycast，　the　cell 　growth 　of 　PsevdOmenas

sp ．，　Bac2
’Uus　ceagttlans ，∠4cetobacter　ace ‘i　and 　P8π痂〃ium ‘ ワ々 5θ88処跏 werc 　strongly 　inhibi亡ed

by　the 陥 廊 ゐ蝕脇

　先 に 著者 ら
1””s｝ は緑茶 ポ リフ ェ ノ

ー
ル が 乳酸菌の 生

育 を 阻害す る こ とを 明らか に し，つ い で や し酒を つ く

るときに 酸敗防止 の 目的で 用 い るマ ン グ ロ
ーブ 樹皮の

役割 に つ い て も検討 した ．す な わ ち，マ ン グ ロ
ーブ樹

皮 は 発酵性酵母 に は さ ほ ど 影響 を 与 え な か っ た が，

緑茶 と 異 な り酢酸菌に は強 い 阻害 を 示 すこ と を知 っ

た・4〕 緑茶とマ ン グ ロ
ーブ樹皮は い ずれ も縮合 型 の ポ

リフ ェ ノ
ー

ル で は あ るが ，そ の 成分 は そ れ ぞ れ 異な っ

て い て ， 緑茶は 3一ヒ ドロ オ キ シ フ ラバ ン の ポ リヒ ドロ

オ キシ 誘導体の カ テ キ ン
5・　e，で ある の に 対し，マ ン グ

ロ ーブ樹皮は カ テ キ ン と ロ イ コ ア ン ト シ ア ン （フ ラバ

ン 3，4 ジ オー
ル ） の 結合体で あ る プ ロ ア ン トシ ア ン 7）

と されて い る．

　一
方，清酒製造時 の 清澄剤 と して 現在用い られて い

る柿渋は ， 緑茶や マ ン グ ロ
ーブ樹皮 に 比べ る と含有量

は少な い が縮合型 の ポ リフ ェ ノ
ール を含ん で お り， そ

の 成分 は ロ イ コ デ ル フ ィ ニ ジ ン
ー3一グル コ シ ド

s》で あ

る こ と が ， 伊藤らに よ っ て 明らか に さ れて い る．

　そ こ で ， 柿渋ポリフ ェ ノ
ール は微生物の 生育に どの

よ うな 影響を与え る かを調 べ る目的で ， 緑茶の 阻害と

合 わ せ て 検討 した ．

実　 験 　方　法

　試料の 調製　　柿渋は市販 （京都府山城特産，小菅

商店） の もの を用 いた ．未 熟 柿果 の 平核無種 は福島県

会津の 圃場で 8月3 日 に ， 富有 お よ び蜂屋種は東京都

立農業高校果樹園で 7月 21日 に収穫した後，擂砕圧搾

し搾汁液 として 実験 に供 した 。

　供試菌株　　本報の 実験 に は ， 乳酸球菌 1 株 ， 乳酸

桿菌 8株，Psendemonas　2株，酢酸菌 2株，大腸菌 1株，

酵母 3株 お よ び か び23株 の 計40株 （い ずれ も東京農業

大学応用微生物研究室保存） を用 い た （Table 　3）。

　培地お よび 菌増殖阻害の 測定　　乳酸菌 は微生物定

量用 として 常用 さ れ る 田 村 ， 角田 改良培地 （以下，T 「

培地 と略）t9
） また は GYP 培地 （gluc（rse　1．0，　peptone

O．5
，
　yoast　extract 　O．5 お よ び Na−acetate 　LO ％）， 酢酸菌

は ビ
ー

ル 培地 （加熱脱炭酸 したもの ），
Pseud・m ・nas お

よ び大腸菌は肉エ キ ス ペ プ トン 培地 （meat 　cxtract 　O・5，

Polypepton 　1・0 お よ び Na （】10・3％）， 酵母は YM 培

地 （ycast　extract 　O．3
，
　malt 　extract 　O．3

，
　peptone 　O．5 お

よ び glucose　LO％）， かびは合成培地 【glucose　4．0％ ，

KHtPO4 　O．5％ ，
　 MgSO40 ．25010

，
　FeGls　O．OOI％ お よ

び （NH4 ）ESO41 ．7％］を用い た．試料の 添加 は 2 倍濃

度 の 供試培地 （た だ し，ビー
ル 培地 は原液 のま ま ） 2
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ml に所定 量の 抽出液を加え，蒸留水で 4ml と した の

ち，加圧蒸気滅菌した，培地 の 滅菌は，い ずれ も 115

℃
，
15分間 の 加圧蒸気滅菌 で 行 っ た ．こ れ に ， あらか

じめ 24時間で 3 回前培養を くりかえ した接種菌液を滅

菌生理塩水 で 10Q倍に 希釈懸濁後， ピ ペ ッ トで 1 滴ず

つ 接種 し，37℃ で 3 日 間培養した．

　な お ， かび は 前培養 した斜面培地か ら 10ml の 滅菌

生理塩水中に
一

白金 耳量胞子を懸濁 した もの を同様 に

接種 し ，
30DG で 10 日 間培養した．菌 の 増殖度 は ， 乳

酸菌 お よ び 酢酸菌の うち，Acetebacter　aceti に つ い て は，
一

定時間培養後 O・1NNaOH で 中和 し，培地 4ml 当

た りの 滴定 値 で 示 した ．Pseuden；enas
， 酵母お よ び大腸

菌に つ い て は ， 濁度の 測定 （東京光電 ana −14S 型）を

行 っ た，かび につ い て は，菌糸 な らびに 胞子着成 の 有

無を，また Acetobacter　Xコlinum に つ い て は ， 厚膜生成

の 有無を ，そ れぞ れ 肉眼 で 判定 した ．柿渋 ， 柿搾汁液

につ い て の阻害力は，こ れ らに含まれるポ リフ ェ ノ
ー

ル 含量 （エ ピ カ テ キ ン と して ） を 培地 lml 当たりの

mg で 示 した．

　ポ リフ ェ ノールの 定量法　　柿渋，柿搾汁液の 全 ポ

リフ ェ ノ ー
ル 定量 は Folin−Denis法 1°｝で 行 っ た．

実験結果および考察

　柿渋 および未熟柿搾汁液 の LeZtconostoc 　mesen ・

teroides 　P −60 株に対する生育阻害性　　試料 に柿渋

お よ び 富有 ・平核無 ， 蜂屋種の 未熟樹 窄汁液を用 い ，

　

3
　
　

2
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d》

ξ
で

で
く

〜 n −一
氏 丶

　　　　　　x

GYP 培地 1 皿 1 中に試料風乾物 として 1mg 間隔で 1
か ら 26mg の 割合 に な る よ う に 添加し，　 L ．　mesen −

teroides　P−60 の 生育 に 及 ぼ す影響を調 べ た 結果を Fig．
1 に示 した．

　 未熟柿搾汁液の うち富有種が 26mg！ml ，平 核 無種 が

11mgtml で 完全 に 阻害を示すの に対 して ，蜂屋 種 は

7　mgtml で あ っ た．また 柿渋 の 場合は同じ条件で 3
mg ！ml で 完全 に増殖を 阻止 した．な お，こ の 場合の 阻

害作用は柿渋および未熟柿搾汁液の 添加量 が一
定濃度

に 至 り急激 な 阻止 が起 こ るこ とは緑茶の 場合と同様で

あ る．

　柿渋および未熟柿搾汁液 の 全 ポ リフ ェ ノ
ー

ル 　　柿
渋お よび 未熟柿搾汁液の 全 ポ リフ ェ ノー

ル は エ ピカテ

キ ン と して 換算 し， そ れ ぞ れの 値を Table　l に 示 した．

すなわ ち，未熟柿搾汁液で は蜂屋種が 1．92％ ， 平核無

種 が 1・　08％，富有種が0．48％，そ して 柿渋 は1．75％ ，

こ れ に対 し比較の た め に用 い た緑茶 で は5．40％で あ っ

た ．

　柿渋 ， 未熟 柿搾汁液の 合成 お よび天 然培地 で の 阻害

パ ターンの 比較　　先 に3 ム mesenteroides 　P−60 を用

い て緑茶，マ ン グ ロ
ーブ 樹皮お よび タ ン ＝ ン 酸 の 合成

と天 然培地 の 阻害パ タ
ー

ン を比 較 した が ， 柿渋 ， 未熟

柿搾汁液に つ い て も確認 す るた め に， 2 倍濃度の Tr

培地 または GYP 培地 2ml に柿渋，未熟柿搾汁 液 お

よ び タ ン ニ ン 酸の 各阻害物質をそ れぞ れ
一

定濃度 に な

る よ うに 加え ， 水 で 4ml とした．なお ， 柿渋お よ び

未熟柿搾汁液 につ いて は，そ の 中に含まれ る 全 ポ リフ

ェ ノ
ー

ル が，培地 1ml 当た りの mg に な る よ うに 調

製 した．

　供試培地 に常法どお り，L．　 mesenterm ’
des　P−60 を接種

Table　1．　Total　po1yphenol 　of 　D ξo吻 厂o∫ kaki　Thunb ．

　　and 　KdktShibu（persimmon　talmin ）．

一 一

2 6 IO 14　　 26
Samplc Moisture

（％） P°’

聯
n °1＊

　　　　　　Dose 　of　Sdmple （mg ／ml ｝

Fig．　L　Growth 　inhibition 　by　extracts 　of 　Dio吻 ros

　　kc：ki
’
Thllnb・（variou8 　unripe 　）taki）and 　Kakishibu

　 　 ofL ．　 mesenteroides 　strain 　P−60．
　　Cells　 cultivated 　 on 　 GYP 　 medium 　 at 　37℃ 蝕

　　24hwerc 　inoculated　on 　4　ml 　GYP 　medium 　w1th

　　ldrop 　of 　suspension （inoculum 　size 　l ：100）and

　　inoculated　 at 　379C　fbr　72　h．　Cell　growth 　on

　　GYP 　medium 　was 　exprcssed 　as 　vo1ume （m り of

　　O．1NNaOH 　solution 　equivalcnt 　tQ　acid 　fbrmed ．
　　

一
▲
一

　va 「iety“Hiratanenashi”
，
一〇一“

撫 伽
”

，

　　
一［トーFUIu

，

一
●− Kakishibu．

1）iosp“ros　kaki　Thunb ．
　　　　（unripc 　Kttki

’
）　1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

Kt　kishibu（persimmon
　　　　　　 tannin ）
Green　tea

88．388

．688

．5

96．56

．0

1，081

，920

．48

1．755

．40

va ・i・ty　1・“

恥 ・伽 ・nCtshi
”

；2，
“
伽 伽

”
；3，

“F ・yu
”．

＊ The 　total　polyphenol　of 　1）iospLyros　k‘rki　Thunb ，　and
　KdkiShibu　showed 　as 　epicatechin 　by　Folin．DeDis　mc −
　 th【xユ．
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Tablc　3，　 Growth　inhibitio皿 of ム η雄∫8塘 「σ雌 5　strain 　P−60　by　additio 【L　of

　　hydrolyzate。f　Kakishibu（persimmon 　tannin）・

Sample
（mg ！ml ）

＊

　BeforehydrolysisConcentration
　of 　hydrolyzate＊＊

2N 　HC14N 　HGl 　 6N 　HCI 　 8N 　HCl

GontrolKakishibu

〔persimmon

　 tannin ）

　 　 　 　 3．　05

0．46　　　　3．10
0．92　　　　1．90

1．381

．842
．322

．783
，24

皿 ogrowth

｝

3．053

．082

．351

．23

3．053

．062

．862

．551

．05

トー

｝

3．05　　　　3，05
3．  4　　　　3．07

3．01　　　　3．03
2。98　　　　2．97

2．10　　　　2．80

1．21　　　　2．55
　 　 　 　 1．25

　　　 no 　growth

Cells　cultivated 　on 　GYP 　medium 　 at 　37℃ for　24h　were 　inocUlated　 on 　4

ml 　GYP 　medium 　in　l　drop　of 　suspension （三noculum 　size 　1：100）and

incubated　at 　37℃ fbr　72　h．　 Cell　growth　on 　the　GYP 　med 三um （4　ml ）
was 　expressed 　as 　volume （ml ）of 　O．　IN　NaOH 　solution 　equivalent 　tQ　acid

負）rmed ，
＊ epicatechin 　＊＊The 　hydro置ysis　of 　Kdkishibu（persimmon 　tannin ＞was

carried 　out 　in　a 　water −bath 　f（）r　60　min 　with 　2　N ，
4N

，
6Nor 　8　N 　HCI ．

柿渋 の 場合は 1・38mg で阻止す る の に 対 し，
2NH （】1

分解 で は 1・84mg ，4NHGI 分解 で は 2・32　mg ，6N

HCI 分解で は 2．78rng
， さ ら に 8NHCI 分解 で は 3．24

mg で 阻止 した．

　ま k ，酸 との 加熱液 中に は水に 不溶 の 褐色物質 が

HC 正濃度が高 ま る に つ れ て ， 少しず つ 増加 して い た．

な お ， 紫外部吸収 は柿 で は 275nm および 206　nm に

最大吸 収が 見 られ た が ，
8NHC1 分 解液で は 275　nm

の 部分が ほ とん ど消失して い た．

　各種微生物の 生育に 及 ぼす柿渋および緑茶抽出液 の

阻害性 　　上述 の ご と く，柿 渋 が あ る 濃度 で ム me−

senteroides 　P−60 の 生育を阻止す る こ とを認め たの で ，

各種微生物につ い て緑茶の 生育阻害性 と比較 して 検討

を行 っ た （Table 　4）．すな わ ち，緑茶 と同様に 柿渋の

添加 に よ っ て い ずれの 徴生物も阻害 さ れた ，な お ， 阻

害力は柿渋の方が緑茶よ りもま さ っ て い たが ， 個々 の

微生物につ いて ，緑茶 （GT ）と柿渋 （K ）との 阻止濃

度の 比率 （GTIK ）を見 る と ， か なりの 差が認 め られ

た．すなわち，Table　3 に示 したように かび につ い て

見 る と，比率の 高 い もの で は，孟ψ．meleus 　T　UA 　109M

が 36／O．　68 で 53倍． Asp．　oCrzae 　TUA 　l　12M が 24．0／

O。68で 35倍と特に 顕著で あ っ た。

　っ い で ，Asp．　orylae 　TUA 　110M が 18．　O／1．　10 で 16

倍 ，
Rhiz ・pus　delentar　TUA 　056　M が 10．3／0．68 で 15倍 ，

R ．arrhizas 　TUA 　O59　M が 20．0／1．38 で 14倍，　 Asp．

niger　TUA 　068M が 24，0／2．　20で 11倍，憾ψ．　niger 　TUA

105M が 36。0／3．　6，　 Psn．　chr）50genum 　TUA 　O60M が

2．　70／0．27，Pen．　funiclesum　TUA 　10些M ヵs　11．　OA ．　10

で ，そ れ ぞ れ 10倍，
Pen．　sPt

’
nesas 　Nakagawa お よ び

Pen．　ayclOpium　TUA 　074M が そ れぞ れ 10．8／1．1 で 9．8

倍な ど が 目立 っ た ．さらに M ．jansseni　TUA 　Oフ9　M

｝ま13．4／2．2，　M ．hiematis　IFO 　8448｝ま2・70／O．55 ，　R ・

chinensis　TUA 　O88M は 5．30／1．10，　 Asp．　orVzae 　TUA

O76M は 5．40／1β 0，　 Ab．　glauea　Sank 　31672 は 8．10／

2，20で
，

そ れぞ れ3．7か ら6．1倍で あ っ た が ．っ い で 比

較的比率 が 低 い もの は ，
M ．　PseudolamProsPoras　TUA

194M ，
　M ．　tamprosPorus　TUA 　194M が ， それぞ れ2．70／

L10 で 2．5倍 ，
　Asp．∫φ礑 TUA 　O89M ，　M ．　Spinosus　TUA

O61M
，
　M ．　spimosus 　TUA 　186M が 2．70八 65 で そ れぞ

れ 1．6倍，M ．　J
’
avanicas 　TUA 　081M が 2，70／2．20で L2

倍 お よ び R 、加 鄭 TUA が 2．75／2．75 で 1．0倍 な どで

あ っ た．

　こ の結果 か ら，柿渋 は 4 ∫ρ．聰 6r　TUA 　105　M ，　R ．

niveus 　TUA 　205M ，
4 ψ．　niger 　TUA 　068M ，　M ．　jansseni

TUA 　O79M ，　 M ．」
’
avanicus 　TUA 　e81M お よ び Ab ．

glauea　Sank　31672に 対 して は，2．20か ら 3．60　mgtml

で 阻 害牲 が低 い が，Pen．　chrvsogenum 　TUA 　O60M ，　M ．

hiemotis　IFO 　8448，4ψ．　 oryzae 　TUA 　H2M
，
　Asp．　Tneleus

TUA 　109　M および R ．齢   γ TUA 　O56　M に対して

は，0．27か ら 0，68mg ／ml と少量 の添加 で 阻止す る こ

と が わ か っ た．

　細菌，酵 母 の 場 合，比率 の 高 い もの で は，P ∫．翩 脚
一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Table  4, Inhibit{on by  Kdrishibu {persimmon tannin)  and  grcen tca of  the

  grewth  of  microorganisms.

Microorganlsm

   itumum  amount  or

 grewth  i-nbi/llbtt,o!..C!,nLqiml)* - Temperature
Kakishibu green  tea  ratio  (eC)
 (K) (GT> (GTtK)

Culturemedia

Asp. eryias  TUA  076M
Asp. erytas  TUA  11OM
Asp, orvzae  TUA  1 12M

Asp. niger  TUA  068M
Asp, niger  TUA  105M

Asp, nteleus  TUA  109M

Asp. sojt e TUA  OB9M

Pen. chcvsegenum  TUA  060M

Pen, spinoszas NAKAGAWA

Pen, ayclopium TUA  074M

Pen.Jinricfosum TUA  104M

M.  J'ansseni TUA  079M

A4. spinosus TUA  061M
M.  spineszas TUA  186M

M.  LamProsporus TUA  194M

M.  hiematis IFO  84al8
M.  Psuedotamprospertcs TUA  194M

M,  javanicus TUA  OS1M
R. deletnar TUA  056M
R. arrhizas  TUA  059M

R. niveus  TUA  205M

R. chinensis  TUA  e88M
Ab, gtauca SANK  31672

L. mesentereides  P-60

L. plantarum ATCC  8041

L. Plantarnm ATCC  8014

L. arabinostts  fi.A
L, brevis TUA  4e4L

L.Lfermentum TUA  023L

L. aaiadeLPhiltts TUA  O02L

Sc..f2 ecalis IFO  3128

B. ceagulans  IFO  3886

A. aceti  TUA  390B

A.  ,!ylittm  TUA  380B

Ps, aureoj?iciens  TUA  SOIB

k,  fiborescens IAM  3903

E. coli  215

K. joponita TUA  OB2Y

S. cerenisiae  TUA  465Y

H. anomala  IFO  OISB

]. 381.
 10O.
 682.
 203,
 60O,
 681.
 65O.
 271.10L101.

 102.
 20L651.

 65L10O.

 551.102.

 20O.
 681.
 382.
 75L102.

 201.
 405.

 5e3.
 243.
 601.
 26O.
 90o.
 gee.
 72O.
 41O.
 45O.
 54O,
 14O.
 14O.
 629.
 808,
 108.
 10

5. 4018.
 024.
 024.
 036.036.

 02.702.

 7010.810.8ILO13.

 42.
 702.
 702.
 702.
 702.
 702.7010.820.02.

 755.
 308.
 106,
 4027.
 512.
 025.014,O9.

 606.
 404.505.

 30
 3, 40

 8. 10
 4. Ie
 O. 81

 1. 40
 8. 70
 7. 50

 7.60

3. 916351110531.6109.89.8106.11.6L62.54.92.51.216141.04.83.74.65.03.76.911117.16.313

 7. 61529

 5.8

 2, 3
 O.9

 O.9
 O.9

30

37

]30
] 37

30

a

b

]c

]d
]e

Culture media:  a,  synthetic  medium  [glucose 4.0%,  KH:P04  e.5%,  MgS04  O.25%,  Fe-

(]ls O,oo1%,  (NH4hS04  1.7%];  b, GYP  mediurn;  c, beer medium;  d, meat  extract  pe-

X.O"7e2 
Mh
 
e(dkl:Iea

 
efo'
 
,Y2M4oMhgFi".M.bi.Eto.",rhJ,\}i

 portion 
of
 
inocuiated

 
medium

 
were

 
incubated

fociens TUA  SOIB bs 4.IofO.41 di 29blvegutlc,  A.

)p,tinum  TUA  S80B  DS8. 1010. 54 -Zf 15 as, B. ceqgulans

rFO  SB86 bS4.5010.41 '(f 13de, L. brem's TUA  K}4L

abS14. 011. 26, L.fcrmentum TUA  023L  hS9. 6010. 90'Cf,

(al?azlldezaEbSNSZotz.  ov)-zF,  A.acetiTUA

39eB lt3.4010. 45, L. arabinoszLs  fi,A Ci25. 0/3.6e,
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Sc．　f‘tecalis　IFO 　3128 は4．50／0．72，
　 Ps．卿 orθ∬ 觚 IAM

3903は 0．81／0．14，L ．　piantarum　ATGC 　8041 は 27．　5／
5．50，L．〃 mesenteroides 　P−60 は 6．40／1．40で そ れ ぞ れ

4．6か ら7．6倍で あ っ た が，比較的低率が低い もの は，
L ．　planlantm　ATC （】8014 が12．　0／3．24 で3．7倍 ，

　 E ．　 coli

215が 1．40／0．62 で 2．3倍 な どで あ っ た．さ らに ，K ．

ノψ oπ如 TUA 　O82Y は 8．70／9．80，
　 S．　cerevin

’
ae 　TUA

465Y は 7。50／8．10お よ び H ．　amotnata 　lFO 　O138 は

7．60／8．　10で ， い ずれ も酵母は0．9倍と低か っ た．

　 こ の 結果 か ら，柿渋は ノ（．卸 o航 σ TUA 　O82Y
，
　 S．

ceremstas 　TUA 　465Y および H ．　anonuzla 　lFO 　Ol38な

どの 酵母 に対して は，特に阻害性が低 く，つ い で 乳酸

桿菌の う ち で L．Plantarum　ATCG 　8〔nl
，
　L．　 arabinOSttS

β．A お よ び L ．　Plantarum　ATCC 　8014 が 低 い の が目立

っ た．こ れに対 して Ps．　 aureefasiens 　TUA 　301B，　Ps．

Vittorescens　IAM 　3903 ，　B．　ceagulans 　IFO 　3886
，
　E ．　coti

215お よ び Sc．faecalis　IFO 　3128 に 対 して は 0．14から

O．72　mg ！ml の 少量の 柿渋添加で 阻止 した。

要 約

　清酒製造時の 清澄剤として 用い られ て い る 柿渋の 阻

害 に つ い て ， 緑茶の 阻害と合わせ て 検討を行 っ た ．柿

渋 の 微生物生育 阻 害物質 は緑茶 と異な り高分子で あ り，

各種微生物 の 生育 に 対 して ， 緑茶以上 の 阻害を示 した．

　とくに Ps・aureofucde πs，　Ps．，fluorescens，　B．60α蜘 ，
　A ．

aceti お よ び Pen．　chrvsogenum な どに対 して は，少量 の

柿渋添 加 で
，

こ れ らの 菌の 生育を阻止す る こ と が わか

っ た．

　　本実験 を行 うにあ た り，貴重 な試料 をお送 りい た だい た東京農業

　大学農芸化学科の 小原直弘先生 ic深 謝い た します．
　 本報告 の 概要は 昭和57年度 日本農芸化学会大会 （4月，東京）で

　発表 した ．
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